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はじめに 
この度は「現場編集長 CALSMASTER」 をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

本マニュアルは「現場編集長 CALSMASTER」（以下、本製品と表記します。）の『黒板作成ツール』の操作方法につ

いてまとめられています。 

お使いになる前にご一読くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

著作権・商標 
© 2017 DATT JAPAN Inc. 

ダットジャパン株式会社 https://www.calsmaster.com/ 

このソフトウェアの著作権は、ダットジャパン株式会社にあります。 

 

※このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全部を無断で使用・複製することは、禁止されています。 

※このソフトウェアの仕様およびマニュアルに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがあります。 
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1. 黒板作成ツール 

黒板作成ツールとは「現場 DEカメラ 土木版」（以降、土木版カメラアプリと表記します。）で使用する電子小黒板の

データを作成して連携するためのツールです。以下に使用方法を示します。 

1-1. 黒板を作成する 

 黒板作成ツールの黒板作成方法は２つあります。 

① 「黒板作成ツール」ボタンから作成 

② 写真管理ツールの写真箱から作成 

上記２つの違いについて説明します。 

1.1.1. 「黒板作成ツール」ボタンから作成 

工事管理画面の「黒板作成ツール」ボタンをクリックすると、黒板作成ツールが起動します。 

画面イメージ 項目 

 

① 対象工事を選択後、「黒板作成ツール」ボタン

をクリックします。 

※対象工事の適用区分によっては起動できません。 

《起動できない適用区分》 

・営繕工事(配筋連携工事含む) 

 

② 黒板作成ツール選択画面が起動します。「黒板

作成ツールの起動 現場 DEカメラ土木版用」

ボタンをクリックします。 

 

③ 黒板作成ツール画面が表示されます。「写真区

分」を選択した場合は、その区分を適用した黒

板のみ表示されます。 

④ 「黒板の新規作成」ボタンをクリックします。  

●メニューバーの「編集」「新規黒板作成」 

でも同じ動作をします。 

この時、「写真区分」を選択しているとその「写真区

分」の黒板が追加されます。 
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⑤ 黒板レイアウトの選択画面が表示されます。任

意の黒板レイアウトを選択します。 

※複数選択はできません。 

⑥ 「選択(S)」ボタンをクリックします。 

 

⑦ 選択した黒板が登録されます。 

以降は、選択した黒板に詳細情報（適用する工

種／種別／細別など）を設定して、必要な黒板

を作成します。 

（詳細は 1-2黒板の内容を編集するを参照） 
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1.1.2. 写真管理ツールの写真箱から作成 

写真管理ツールで作成された写真箱の構成(工種階層)を利用して黒板を作成することも可能です。 

画面イメージ 項目 

 

① 黒板を作成したい工種階層の写真箱を選択し

ます。 

この時に選択した写真箱配下が黒板作成対象

となります。 

なお、黒板が作成されるのは選択した写真箱に

ぶら下がる末端の写真箱のみです。 

 

例：種別「掘削工」を選択した場合 

細別「掘削」から「人力積込」までの黒板が作成さ

れます。 

 

② 階層を右クリックしてメニュー表示し「電子黒

板の作成(B)」ー「現場DEカメラ 土木版用(G)」

を選択します。 

1 
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③ 黒板作成の設定画面が表示されます。必要に応

じて「写真区分」を選択します。 

《写真区分の選択肢》 

 
④ 「次へ(N)」ボタンをクリックします。 

 

⑤ 黒板レイアウトの選択画面が表示されます。任

意の黒板レイアウトを選択します。 

※複数選択はできません。 

⑥ 「選択(S)」ボタンをクリックします。 

 

⑦ 選択した写真箱に対する黒板が作成されます

ので、選択した黒板に詳細情報を設定します。 

（詳細は 1-2黒板の内容を編集するを参照） 
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1-2. 黒板の内容を編集する 

作成した黒板の内容を編集します。 

画面イメージ 項目 

 

① 編集したい黒板を選択（複数選択可能）し、右

クリックメニュー「選択した黒板の編集」を選

択すると、「黒板編集画面」が表示されます。 

※黒板を選択した状態で 

●   ボタンをクリック 

●メニューバーの「編集」 

●表示されている黒板イメージをダブルクリック 

でも同じ動作をします。 

黒板の編集以外に、 

●黒板の複写（作成済みの黒板をもとに他の黒板を作成する場合） 

●黒板の差し替え（使用する黒板レイアウトの変更） 

●黒板の削除 

●黒板の一括入力 

が可能です。 
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黒板の編集画面の詳細を説明します。なお、下記の項目は土木版カメラアプリでも編集可能です。 

画面イメージ 項目 

 

A 黒板プレビュー部 

B 写真分類 

C 工種階層 

D 写真情報 

E 施工管理値 

F 共通項目 

G 黒板色 

H 設定、保存ボタン 
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【画面項目説明】 

A 黒板プレビュー部 

イメージ 項目名 設定内容 

 

 

 

 

 

各項目は、B 以降の各入力部で入力した内容がプレビュ

ーに反映表示されます。 

また、項目の内容をクリックすると入力が可能です。 

 

B 写真分類 

イメージ 項目名 設定内容 

 

写真大分類 写真大分類を選択します。 

設定した内容は写真情報に設定されます。 

 
※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 

写真区分 写真区分を選択します。 

設定した内容は写真情報に設定されます。空白とした場

合は、写真管理ツールで設定する必要があります。 

 
※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 
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C 工種階層 

イメージ 項目名 設定内容 

 

工種 工種をテキスト入力します。入力した内容は、写真情報

に設定されます。写真管理から作成した場合は、自動で

設定されています。修正も可能です。 

※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 

種別 種別をテキスト入力します。入力した内容は、写真情報

に設定されます。写真管理から作成した場合は、自動で

設定されています。修正も可能です。 

※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 

細別 細別をテキスト入力します。入力した内容は、写真情報

に設定されます。写真管理から作成した場合は、自動で

設定されています。修正も可能です。 

※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 

工事区分予備 1 必要に応じてテキスト入力します。入力した内容は、写

真情報に設定されます。 

※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 

工事区分予備 2 

工事区分予備 3 
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D 写真情報 

イメージ 項目 設定内容 

 

写真タイトル 写真タイトルをテキスト入力します。入力した内容は、

写真情報に設定されます。 

※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 

撮影箇所 撮影箇所をテキスト入力します。入力した内容は、写

真情報に設定されます。 

※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 

備考 備考をテキスト入力します。入力した内容は、写真情

報(撮影情報予備 2)に設定されます。 

※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 

図面ファイル選択 豆図などの画像ファイルを選択すると、黒板上の画像

表示枠内に表示されます。 

図面プレビューエリアをクリックし[Ctrl]キー＋[V] 

または右クリックし「貼り付け」を押すとコピーして

いる画像を張り付けることができます。 

図面削除 設定している画像ファイルを削除します。 

または図面プレビューエリアをクリックし[Delete]キ

ーを押すことでも画像ファイルを削除できます。 

受注者説明文 受注者説明文をテキスト入力します。入力した内容は、

写真情報に設定されます。 

※写真追加時の自動振分情報にも適用されます。 
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E 施工管理値 

イメージ 項目 設定内容 

 

測定項目・記号 測定項目、または記号をテキスト入力します。 

黒板表示に利用されるため、測定項目または記号のい

ずれかを入力することをおすすめします。 

入力された内容は写真情報に反映されます。 

設計値 設計値をテキスト入力します。 

入力された内容は写真情報に反映されます。 

実測値 実測値をテキスト入力することも可能です。 

入力された内容は写真情報に反映されます。 

※実際は土木版カメラアプリで写真撮影の際に入力し

ます。 

単位 設計値／実測値の単位を選択します。 

 
直接入力も可能です。 

入力された内容は写真情報に反映されます。 

F 共通項目 

イメージ 項目 設定内容 

 

工事名 工事名をテキスト入力します。 

自動で設定されています。 

会社名 会社名(受注者)をテキスト入力します。 

工事情報に設定されていた場合は自動設定されていま

す。 

G 黒板色 

イメージ 項目 設定内容 

 

初期設定 初期設定の状態に戻します。 

パターンは、     です 

 

背景色と文字色のパターンを選択します。  

 

 



11 

© 2017 DATT JAPAN Inc. 

 

H 設定、保存ボタン 

イメージ 項目 設定内容 

 

入力可能領域表示 黒板プレビュー画面に文字入力が

可能なエリアを枠線で囲みます。 

表示設定 黒板の文字色、文字サイズなどの設

定画面を表示します。 

前へ、次へ 複数の黒板編集時に、編集対象の黒

板を変更することができます。 

保存 編集した内容を保存します。 

編集終了 黒板の編集画面を閉じます。 
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1-3. 黒板の表示設定を変更する 

黒板の編集画面から「表示設定(V)…」ボタンをクリックし設定画面を表示し、 

項目名の変更、文字サイズ、文字の配置位置、文字色の設定を行うことができます。 

画面イメージ 項目 

 

① ラベル項目の「項目名」「文字サイ

ズ」を変更する場合は「ラベル項目

名一覧」から変更したい項目名を選

択します。 

※位置、文字色は編集できません。 

② 表示項目名の「文字サイズ」「位置」

「文字色」を変更する場合は「表示

項目一覧」から変更したい項目名を

選択します。 

※項目名は編集できません。 

③ ①または②で項目名を選択し、「項

目名」、「文字サイズ」、「位置」、「文

字色」の設定を行います。 

全ての設定を初期設定に戻したい

場合は「初期設定に戻す」ボタンを

押します。 

※[黒板に項目を表示する。]は撮影

時間・撮影日時のみ変更可能。 

 

④ 設定画面でOKボタンを押すと設定

を適用する範囲を選択する画面が

表示されます。 

 

編集中の黒板のみに適用する場合

は、「この黒板にのみ反映」、 

編集中の黒板と同じレイアウトを

使った黒板に適用する場合は「この

黒板のテンプレートに反映」を選択

します。 

 

「OK」ボタンで、設定が反映され

ます。 

1 ２ 3 
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1-4. 黒板を削除する 

選択中の黒板を削除します。 

画面イメージ 項目 

 

① 削除したい黒板を選択（複数選択可能）し、右

クリックメニュー「選択した黒板の削除（D）」

を押します。 

※黒板を選択した状態で 

●   ボタンをクリック 

●メニューバーの「編集」 

●キーボードの Deleteキーを押す 

でも同じ動作をします。 

 

② 確認メッセージが表示されるので「はい」を押

します。 

 

③ 選択した黒板が削除されます。 

 

  

1 

2 
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1-5. 黒板を複写する 

選択中の黒板を複写します。 

画面イメージ 項目 

 

④ 複写したい黒板を選択（複数選択可能）し、右

クリックメニューの「選択した黒板の複写（C）」

をクリックします。 

※黒板を選択した状態で 

●メニューバーの「編集」 

でも同じ動作をします。 

 

① 選択した黒板が複写されます。 

 

  

1 
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1-6. 黒板のレイアウトを差し替える 

選択中の黒板のレイアウトを差し替えます。 

画面イメージ 項目 

 

① レイアウトを差し替えたい黒板を選択（複数選

択可能）し、右クリックメニューの「選択した

黒板の差し替え（R）」をクリックします。 

※黒板を選択した状態で 

●メニューバーの「編集」 

でも同じ動作をします。 

 

② 黒板レイアウトの選択画面が表示されます。任

意の黒板レイアウトを選択します。 

※複数選択はできません。 

③ 「選択(S)」ボタンをクリックします。 

 

④ 選択した黒板のレイアウトが差し替えられま

す。 

 

 

  

1 

２ 

3 
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1-7. 黒板の情報を一括入力する 

複数の黒板に対して同じ内容の情報を入力したい場合は一括入力機能を使用します。 

メイン画面で対象の黒板を複数選択し、「編集(E)」メニューの「選択した黒板に一括入力(B)」または、右クリックメ

ニュー「選択した黒板に一括入力(B)」を実行します。 

画面イメージ 項目 

 

① 一括で入力したい情報を入力後、「適用(A)」ボタンを

押します。 

 

 

② 確認画面で、一括入力する内容を確認し問題が無けれ

ば「はい(Y)」ボタンを押します。 

 

 

③ 確認メッセージが表示されます。 

「はい」を押すと適用されます。 

「いいえ」を押すと一括入力画面へ戻ります。 

以上で一括入力は完了です。 

 

  

1 

２ 

3 
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1-8. 工種階層の名称を変更する 

選択した工種階層の名称を変更します。 

画面イメージ 項目 

 

① 名称を変更したい階層を選択し、右クリックメ

ニュー「名称変更（R）」を押します。 

 

※工種階層をダブルクリックすることでも同じ動作

をします。 

 

 

② 工種階層欄が入力可能になります。 

 

③ 任意の名称を入力し、キーボードの Enterキー

を押すまたは、他のエリアをクリックすること

で入力が確定します。 

階層配下のすべての黒板にも反映されます。 

 

※空欄・水平タブは入力できません。 

※キーボードのESCキーを押すと入力がキャン

セルされます。 

 

  

1 

3 
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1-9. 工種階層を削除する 

選択中の工種階層ごと削除します。 

画面イメージ 項目 

 

① 削除したい階層を選択（複数選択可能）し、右

クリックメニュー「削除（D）」を押します。 

 

 

 

② 確認メッセージが表示されるので「はい」を押

します。 

 

③ 選択した階層が配下も含めて削除されます。 

 

※選択階層より上の階層に黒板データが存在し

ない場合は上の階層も削除されます。 

 

  

1 

2 
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1-10. 黒板を土木版カメラアプリに転送する 

必要な黒板一式を作成後、黒板データを土木版カメラアプリに転送します。転送する方法は 2通りあります。 

①  Wi-Fi転送 

②  iTunesや対応オンラインストレージ経由によるファイル転送 

以降に各々の転送操作を説明します。 

1.10.1. 黒板データ転送操作（Wi-Fi転送） 

Wi-Fiで黒板データを転送する場合は、使用する PCと土木版カメラアプリのインフラ環境が無線 LAN（Wi-Fi）環境

である必要があります。また、データ転送する際は、事前に土木版カメラアプリでサーバー起動をしておく必要があり

ます。 

 

 

 

 
 

  

事前に土木版カメラアプリで 

サーバー起動 

黒板作成ツールでサーバーに 

接続してデータ転送 
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画面イメージ 項目 

 

① 転送対象の黒板を選択して、右クリックメ

ニュー「現場 DEカメラ転送(T)」のサブ

メニュー「選択した黒板のWi-Fi転送

(W)」を選択します。 

※黒板を選択した状態でメニューバーの「ツー

ル」からでも同じ動作をします。 

※黒板を複数選択することも可能です。 

※工種階層を選択して右クリックメニュー「現

場 DEカメラ転送(T)」のサブメニュー「指定

階層以下の黒板をWi-Fi転送(W)」からでも同

じ動作をします。 

※事前に土木版カメラアプリ側でサーバー起

動してください。 

 

② 土木版カメラアプリに表示されている IP

アドレス、ポート番号を入力します。 

③ 「転送(T)」ボタンをクリックします。 

 

④ Wi-Fi転送開始メッセージで「OK」ボタ

ンをクリックします。 

 

⑤ Wi-Fi転送完了メッセージで「OK」ボタ

ンをクリックします。 

 

以上で黒板データのWi-Fi転送は完了です。 

 

  

1 

2 

3 

4 

5 
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1.10.2. 黒板データ転送操作（iTunesで転送） 

Wi-Fi転送が行えない場合などに黒板データを転送する場合は、iTunesやオンラインストレージを利用して黒板転送

を行うことが可能です。 

iTunesのインストールについては、AppleのWebページ(https://www.apple.com/jp/)をご覧ください。 

画面イメージ 項目 

 

① 転送対象の黒板を選択して、右クリックメ

ニュー「現場 DEカメラ転送(T)」のサブメ

ニュー「選択した黒板の iTunes転送用フ

ァイル出力(I)」を選択します。 

※黒板を選択した状態でメニューバーの「ツー

ル」からでも同じ動作をします。 

※黒板を複数選択することも可能です。 

※工種階層を選択して右クリックメニュー「現

場 DEカメラ転送(T)」のサブメニュー「指定階

層以下の黒板をWi-Fi転送(W)」からでも同じ

動作をします。 

※事前にデスクトップなどわかりやすい場所

に専用フォルダを作成しておくと便利です。 

 

② 黒板データを BBZ形式で保存します。保

存先のフォルダを選択してください。な

お、ファイル名は任意のわかりやすい名前

に変更することも可能です。 

③ 「保存(S)」ボタンをクリックします。 

オンラインストレージを利用する場合は、

それぞれのオンラインストレージのアッ

プロード手順に従い保存した bbzファイ

ルをアップロードしてください。 

1 

2 

3 

https://www.apple.com/jp/
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画面イメージ 項目 

 

④ iPadを PCに USB接続すると、iTunesの

画面が起動されます。同期完了後、画面左

部のメニューより「ファイル共有」をクリ

ックします。 

⑤ 画面右部を下方向にスクロールすると“フ

ァイル共有”が表示されます。 

“ファイル共有”の「App」一覧で「現場カ

メラ土木」を選択します。 

⑥ 「ファイルを追加…」ボタンをクリックし

ます。 

 

⑦ 前述②で保存した黒板データ BBZファイ

ルを選択します。 

※複数選択可能です。 

⑧ 「開く(O)」ボタンをクリックします。 

 

  

⑨ “現場カメラ土木の書類”欄に選択したフ

ァイルが追加されます。この状態で、土木

版カメラアプリを起動して「黒板リスト」

を開くと、取り込み確認メッセージが表示

されます。「取り込む」をタップすると、

土木版カメラアプリ側で取り込みを開始

します。 

取り込みが終了すると、iTunes側で表示さ

れているファイル名が消去されます。 

以上で、黒板データの iTunes転送は終了です。 

 

  

4 

5 
6 

7 

8 

9 
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1-11. 黒板データの一覧を全階層で表示する 

黒板データの一覧を全階層で表示する方法を説明します。 

1.11.1. 黒板データ一覧を全階層で表示する 

黒板データの一覧は全階層で表示することが可能です。 

画面イメージ 項目 

 

① タブを「階層別」から「全階層」に変更することで

黒板データの一覧が全階層表示に切り替わります。 

 

※ツールバーの「表示」は全階層タブを選択してい

る状態のときのみ表示されます。 

 

② 右クリックメニューまたはツールバー「表示」の「同

じ階層を表示しない(I)」をクリックすると、一覧に

表示されている同じ階層が非表示になります。 

 

 

③ 再度右クリックメニューまたはツールバー「表示」

を開くと「同じ階層を表示(V)」に変更されるので

押すことで全て表示します。 

 

 

  

1 
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1.11.2. 黒板データ一覧を絞り込む 

全階層表示の時にそれぞれの項目で一覧を絞り込むことが可能です。 

画面イメージ 項目 

 

① タブを全階層表示に切り替え、ヘッダーの列を押す

ことで絞り込みダイアログが表示されます。 

※撮影箇所は絞り込み対象外です。 

  →   

② それぞれの絞り込みダイアログに絞り込みたい値の

みチェックを付けて[設定] ボタンを押します。 

 

③ 一覧が絞り込まれます。 

 

  

1 

2

 

3
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1-12. 起動時のエラーについて 

起動時のエラーについて記載します。 

エラーメッセージ 内容 

撮影リストの読み込みに失敗した為、起動できません。 不正なデータです。 

最新版にアップデートしてください。 

CSVの構成が不正です。 不正なデータです。 

最新版にアップデートしてください。 

古いバージョンの黒板作成ツールです。 

最新バージョンの黒板作成ツールでデータを開きなおし

てください。 

対応する黒板作成ツールのバージョン：{0} 

最新版にアップデートしてください。 

CSVのバージョンが不正です。 

最新バージョンの黒板作成ツールで開きなおしてくださ

い。 

対応する黒板作成ツールのバージョン：{0} 

最新版にアップデートしてください。 

旧バージョンの黒板データです。データを変換して開きま

すか？ 

※変換すると Ver{0}より前の黒板作成ツールで開けなく

なります。 

「はい」を押すとデータを現バージョンに更新します。 

以降旧バージョンで同じデータを開くことはできなくな

ります。 

「いいえ」を押すとキャンセルしてツールを終了します。 
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1-13. 黒板のレイアウト選択画面 

黒板レイアウト選択画面にて、レイアウトの出力・取り込み・新規作成・編集・削除などが行えます。 

1.13.1. レイアウトをエクスポート(出力)する 

レイアウトのエクスポート(出力)について説明します。 

画面イメージ 項目 

 

① 黒板作成ツール画面の「黒板の新規作成」ボタンを

クリックします。  

●メニューバーの「編集」「新規黒板作成」 

でも同じ動作をします。 

 

 

② 黒板レイアウトの選択画面が表示されます。「エク

スポート」ボタンをクリックします。 

 

 

③ レイアウト一覧の左にチェック欄が表示されます。

エクスポート(出力)したいレイアウトをクリック

しチェックを入れて「実行」ボタンをクリックしま

す。 

 

※キャンセルする場合は「実行」ボタンの右隣りの

「キャンセル」ボタンをクリックします。 

 

1 

2

 

3
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画面イメージ 項目 

 

④ ファイル保存画面が表示されるので任意の名前・場

所を指定します。 

 

⑤ 「保存(S)」ボタンをクリックすると指定した場所

にファイルがエクスポート(出力)されます。 

 

 

  

4

 5
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1.13.2. レイアウトをインポート(取り込み)する 

レイアウトのインポート(取り込み)について説明します。 

画面イメージ 項目 

 

① 黒板作成ツール画面の「黒板の新規作成」ボタンを

クリックします。  

●メニューバーの「編集」「新規黒板作成」 

でも同じ動作をします。 

 

 

② 黒板レイアウトの選択画面が表示されます。「イン

ポート」ボタンをクリックします。 

 

 

③ ファイル選択画面が表示されるので、エクスポート

されたレイアウトファイル（zipファイル）を選択

します。 

 

④ 「開く(O)」ボタンをクリックするとインポート(取

り込み)されます。 

 

1 

2

 

3

 

4
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画面イメージ 項目 

 

⑤ 既に存在するレイアウトと同名のファイルがイン

ポート(取り込み)された場合、ファイル名を変換し

取り込みます。変換結果メッセージが表示されま

す。 
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1.13.3. レイアウトを新規作成・編集する 

レイアウトの新規作成・編集について説明します。 

画面イメージ 項目 

 

① 黒板作成ツール画面の「黒板の新規作成」ボタンを

クリックします。  

●メニューバーの「編集」「新規黒板作成」 

でも同じ動作をします。 

 

 

② 黒板レイアウトの選択画面が表示されます。 

新規作成する場合は「新規(N)」ボタン、 

編集する場合は「編集(E)」ボタンをクリックしま

す。 

 

※新規作成でレイアウトを選択した場合、選択した

レイアウトを元に新規作成します。 

※編集はレイアウトの選択が必須です。 

 

 

 

③ 黒板レイアウト作成ツールが起動します。 

 

※新規作成でレイアウト未選択時はサイズの指定

画面が開きます。 

※レイアウト選択時は④のレイアウト作成・編集画

面が開きます。 

 

1 

2
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画面イメージ 項目 

 

④ レイアウト作成画面でレイアウトを作成・編集しま

す。 

 

※黒板レイアウト作成ツールの操作については

1-14.黒板レイアウト作成ツールについてを参照く

ださい。 

 

⑤ レイアウト作成後、「保存(S)」ボタンをクリックし

ます。 

 

 

⑥ 任意のファイル名を入力します 

 

⑦ 「保存(S)」ボタンをクリックします。 

 

 

⑧ 「終了(X)」をクリックし黒板レイアウト作成ツー

ルを閉じます。 

 

 

⑨ 黒板レイアウト選択画面にもどり、作成したレイア

ウトが追加されます。 

 

 

  

4

 

8

 

5

 

6

 

7

 

9
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1.13.4. レイアウトを削除する 

レイアウトの削除について説明します。 

画面イメージ 項目 

 

① 黒板作成ツール画面の「黒板の新規作成」ボタンを

クリックします。  

●メニューバーの「編集」「新規黒板作成」 

でも同じ動作をします。 

 

 

② 黒板レイアウトの選択画面が表示されます。「削除

(D)」ボタンをクリックします。 

 

 

③ レイアウト一覧の左にチェック欄が表示されます。

削除したいレイアウトをクリックしチェックを入

れて「実行」ボタンをクリックします。 

 

※キャンセルする場合は「実行」ボタンの右隣りの「キ

ャンセル」ボタンをクリックします。 

 

1 

2

 

3
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画面イメージ 項目 

 

④ 確認メッセージが表示されます。「OK」をクリック

するとレイアウトが削除され、レイアウト一覧が更

新されます。 

 

※鍵アイコンは既に使用されているレイアウトに

表示されます。 

※レイアウトは一度削除すると復元できません。 

 

 

  

4 
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1.13.5. 標準レイアウトを復元する 

黒板作成ツールに標準搭載されたレイアウトを削除してしまった場合でもレイアウトの復元を行う事が可能です。 

なお、復元されるのは標準搭載されたレイアウトのみで、任意に追加したレイアウトはそのまま維持されます。 

画面イメージ 項目 

 

① 黒板作成ツール画面の「黒板の新規作成」ボタンを

クリックします。  

●メニューバーの「編集」「新規黒板作成」 

でも同じ動作をします。 

 

 

② 黒板レイアウトの選択画面が表示されます。「標準

レイアウト復元」ボタンをクリックします。 

 

 

③ 確認メッセージが表示されるので「OK」をクリッ

クします。 

 

 

④ 標準で用意されているレイアウトを復元しレイア

ウト一覧を更新します。 

 

 

  

1 

2
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1-14. 黒板レイアウト作成ツールについて 

黒板レイアウト作成ツールの使い方について説明します。 

1.14.1. 画面項目の説明 

画面イメージ 項目 

 

A オブジェクト選択リ

スト 

B 黒板グリッド設定 

C 配置項目一覧 

D 黒板作成エリア 

E オブジェクトプロパ

ティ 

F ボタンエリア 

G アンドゥ・リドゥエリ

ア 

Hオブジェクト配置数エ

リア  

 

A オブジェクト選択リスト 

イメージ 設定内容 

 

新規で黒板に描画したい線・矩形・ラベル・テキスト等を選択します。選

択後、[D黒板作成エリア]にマウスで作成します。 

 

  

A 

 

B 

C 

D  

 

 

E 

F 

G 

 

H  
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B 黒板グリッド設定 

イメージ 設定内容 

 

・グリッド有効    : 線・矩形・ラベル・テキスト等描画する際にグリッ
ド(格子)に沿って描画されます。 

・ グリッド線表示  : 黒板にグリッドを描画します。 
・ 色変更  :グリッド線の色を変更します。 
・他の項目と揃える:線・矩形・ラベル・テキスト等を移動する際に他の項

目に一定距離近づくと吸着します。 

 

C 配置項目一覧 

イメージ 設定内容 

 

作成した線・矩形・ラベル・テキスト等を修正する際に選択します。選
択後、[D黒板作成エリア]のオブジェクトを移動、または[Eオブジェク
トプロパティ]で詳細を変更します。 

 

 

D 黒板作成エリア 

イメージ 設定内容 

 

マウス（上下左右キー）操作で線・矩形・ラベル・テキスト等を描画・
位置の調整を行います。 
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E オブジェクトプロパティ 

イメージ 設定内容 

- 

選択中のオブジェクトの長さや位置等の詳細を変更します。 

 

（詳細は 1.14.2. オブジェクトプロパティ詳細を参照） 

 

F ボタンエリア 

イメージ 設定内容 

 
保存: 作成した黒板の内容を保存します。 
終了: アプリケーションを終了します。 

 

G アンドゥ・リドゥエリア 

イメージ 設定内容 

 

アンドゥ: 移動や色の変更後、直前の操作を取り消して元の状態に戻
します。(Ctrl+z) 
リドゥ : 移動や色の変更後、直前に取り消した処理をもう一度繰り

返して実行します。(Ctrl+y) 

 

H オブジェクト配置数エリア 

イメージ 設定内容 

 

・黒板の上のオブジェクトの配置数を表示します。 
線      : 線・矩形の配置数を表示します。上限は５０本になります。 
アイテム: 線以外のオブジェクト数の配置を表示します。上限は１００個
になります。 

 

その他 

イメージ 設定内容 

 

黒板の上のオブジェクトの選択時、右クリックでコピー(Ctrl+c)・貼り付
け(Ctrl+v)・削除(Delete)が使用できます。 

 

  

https://www.weblio.jp/content/%E7%9B%B4%E5%89%8D
https://www.weblio.jp/content/%E6%93%8D%E4%BD%9C
https://www.weblio.jp/content/%E5%8F%96%E3%82%8A%E6%B6%88%E3%81%97
https://www.weblio.jp/content/%E7%9B%B4%E5%89%8D
https://www.weblio.jp/content/%E5%8F%96%E3%82%8A%E6%B6%88%E3%81%97
https://www.weblio.jp/content/%E3%82%82%E3%81%86%E4%B8%80%E5%BA%A6
https://www.weblio.jp/content/%E7%B9%B0%E3%82%8A%E8%BF%94%E3%81%97
https://www.weblio.jp/content/%E7%B9%B0%E3%82%8A%E8%BF%94%E3%81%97
https://www.weblio.jp/content/%E5%AE%9F%E8%A1%8C
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1.14.2. オブジェクトプロパティ詳細 

① 黒板詳細 

イメージ 項目名 設定内容 

 

黒板名 黒板名称を入力します。(必須項目です) 

黒板の説明 黒板の説明を入力します。 

背景・文字 黒板の背景色・文字色を変更します。 
・背景：緑、文字：白 
・背景：黒、文字：白 
・背景：黒、文字：白 
・背景：黄、文字：黒 
 

・任意を選択すると、それぞれの色変更ボタンが活性化し、
任意の値を指定することができます。 

 

② 線 

③ 矩形 

イメージ 項目名 設定内容 

 
 

 

幅 図形の横幅を設定します。 

高さ 図形の高さを設定します。 

横位置 図形の横位置を設定します。 

縦位置 図形の縦位置を設定します。 

線の太さ 線の太さを三段階から選択します。 

線の色 線の色を変更します。 
※[自動]は[①黒板詳細]で設定した文字色が自動的に設定
されています。 
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④ ラベル 

⑤ テキスト/写真情報 

イメージ 項目名 設定内容 

 
 

 

項目名/値 【ラベル】黒板に表示する値を入力します。 
【テキスト/写真情報】黒板に表示する値を入力します。自
由入力もしくは下記写真情報から表示する値を選択するこ
とも 
できます 

幅 図形の横幅を設定します。 

高さ 図形の高さを設定します。 

横位置 図形の横位置を設定します。 

縦位置 図形の縦位置を設定します。 

サイズ フォントサイズを三段階から選択 または 手入力します。 

文字色 表示される文字の色を変更します。 
※[自動]は[①黒板詳細]で設定した文字色が自動的に設定
されています。 

文字垂直地位 表示文字の垂直位置を設定します。（上寄せ／中央寄せ／下
寄せ） 

文字水平位置 表示文字の水平位置を設定します。（左寄せ／中央寄せ／右
寄せ／均等割付） 

写真情報 【テキスト/写真情報】選択した値が表示されます。 
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⑥ 図面 

イメージ 項目名 設定内容 

 

幅 図形の横幅を設定します。 

高さ 図形の高さを設定します。 

横位置 図形の横位置を設定します。 

縦位置 図形の縦位置を設定します。 

垂直位置 画像の垂直位置を設定します。（上寄せ／中央寄せ／下寄
せ） 

水平位置 画像の水平位置を設定します。（左寄せ／中央寄せ／右寄
せ） 

 

⑦ システム値 

イメージ 項目名 設定内容 

 

システム値 システム値（撮影日／撮影時間／工事名／会社名）が表示
されます。 

幅 図形の横幅を設定します。 

高さ 図形の高さを設定します。 

横位置 図形の横位置を設定します。 

縦位置 図形の縦位置を設定します。 

サイズ フォントサイズを三段階から選択 または 手入力します。 

文字色 表示される文字の色を変更します。 
※[自動]は[①黒板詳細]で設定した文字色が自動的に設定
されています。 

文字垂直位置 表示文字の垂直位置を設定します。（上寄せ／中央寄せ／下
寄せ） 

文字水平位置 表示文字の水平位置を設定します。（左寄せ／中央寄せ／右
寄せ／均等割付） 
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1.14.3. 黒板レイアウトを作成・編集する 

例として下記レイアウトの作成方法を説明します。 
 

[オブジェクト選択リスト]から黒板詳細を選択し、黒板名を入力します。 
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[オブジェクト選択リスト]から矩形を選択し、マウスで黒板に描画し黒板の枠を作成します。 
（線を選択して描画でも可） 

[オブジェクト選択リスト]からラベルを選択し、マウスで黒板に描画します。 

 
マウスの左ボタンをクリック

したまま線を引きます。 
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[オブジェクトプロパティ]からサイズ[大]をクリックし、値に「工事名」を入力します。 
 

[オブジェクト選択リスト]から工事名を選択し、マウスで黒板に描画します。 
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[オブジェクトプロパティ]からサイズ[大]を選択します。 
 

同様に工種ラベルを描画した後、テキスト/写真情報を選択し、マウスで黒板に描画します。 
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[オブジェクトプロパティ]からサイズ[大]をクリックし、写真情報の工種を選択します。 
 

同様に備考・撮影日付などを同様に描画し、[保存]をクリックし保存します。 
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ファイル名を入力し、[保存]をクリックしファイルを保存します。 

保存後、[終了]をクリックし、黒板作成ツールの黒板レイアウト選択画面へ戻ります。 

保存したレイアウトが黒板レイアウト選択画面に表示されます。 
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